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第
５
回
臨
時
会

　

令
和
４
年
第
５
回
臨
時
会
は
、

１０
月
６
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
は
、
市
長
よ
り
補
正

予
算
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
臨
時
会

　

令
和
４
年
第
６
回
臨
時
会
は
、

１１
月
４
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
は
、
市
長
よ
り
補
正

予
算
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
回
定
例
会

選
挙
関
係

　

令
和
４
年
第
７
回
定
例
会
は
、

１１
月
２９
日
か
ら
１２
月
１６
日
ま
で
の

１８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　

本
定
例
会
初
日
に
、
市
長
よ
り
、

条
例
案
件
６
件
、
補
正
予
算
５
件
、

そ
の
他
案
件
６
件
の
合
計
１７
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
案
第
６２
号
に
つ
い
て
反

対
と
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
よ
り
意
見
書
案
１

件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
に
欠

員
が
生
じ
た
た
め
、
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
、
議
長
推
選
に
よ
り
選
出

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
豊
前
市
外
二
町
清
掃
施
設
組
合

　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
澤　

満
治

■
豊
前
市
外
二
町
財
産
組
合
議
会

　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

昌
文

　
　

議
案
の
概
要

　国庫補助事業にかかる経費（補正額303,357千円）について、電力・ガス・食糧品等価格高騰緊急支援給付
金事業、新型コロナウイルスワクチン接種事業の提案を受け、可決しました。

【議案第４６号】（第5回臨時会）
令和４年度豊前市一般会計補正予算（第６号）

　国庫補助事業及び県補助事業にかかる経費（補正額112,124千円）について、地域公共交通事業者支援
金、社会福祉施設等物価高騰対策重点支援金、社会福祉施設等物価高騰対策支援給付金、保育施設等光熱
費高騰支援事業補助金、麦作支援補助金、物価高騰対策エール券事業の提案を受け、可決しました。

【議案第４７号】（第６回臨時会）
令和４年度豊前市一般会計補正予算（第７号）

「○」 ……… 賛成　　　「●」……… 反対　
「議長」 …… 議長職のため表決に参加しない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

内
丸
　
伸
一

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

爪
丸
　
裕
和

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和4年10月・11月臨時会　議案審議結果

012○○○

○

○○○○○○○原案
可決

原案
可決

審議
結果

議  案  等  の  名  称

議　案
第46号

0

議
長

議
長○

○

○○○○○○○○○議　案
第47号 12

○

○令和4年度豊前市一般会計補正予算（第7号）

令和4年度豊前市一般会計補正予算（第6号）

議案
番号
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以上、申し入れました。

【意見書案第6号】 予算決算委員会の
申し入れ事項同性婚の法制化に関する議論の促進を求める意見書

　政府は同性婚について、現行の憲法において想定していないとし、現時点では検討も行っ
ていないという見解を表明している。
　わが国には、すでに同性のカップルが人生を共にし、結婚に相当する生活を営んでいる
が、同性婚がないため、共に築いた財産の相続も他人と同じ扱いになっており、これらは地
方自治体に広がる「パートナーシップ制度」では解決できない。性的少数者に対する理解が
なかった憲法制定時には同性婚は想定されていなかったが、現在では社会的理解も進み、
裁判所や政府が同性カップルを事実婚と同様に扱う事例もあらわれている。　
　よって、同性婚の法制化に関する議論を促進し、早期に結論を示すことを国へ強く要望し
ました。

◎光熱水費高騰に対応する
ため、公共施設への太陽光
パネルの設置など、再生可
能エネルギーへの転換を
積極的に検討すること。ま
た、現状の取組に加え、更
なる節電等に努めること。

《令和４年度一般会計補正予算の概要》

　国庫補助事業及び県補助事業の確定、その他特に借置する必要がある経費について、可決しました。
【議案第６３号】　令和4年度豊前市一般会計補正予算（第９号）

◇生活困窮者自立支援金事業
◇生活保護扶助費
◇老朽危険家屋等除却促進事業補助金
◇農業次世代人材投資事業交付金
◇観光客受入環境整備事業
◇地域おこし協力隊活用事業
◇道路補修費
◇学校管理費（小学校）
◇学校管理費（中学校）
◇農業用施設災害復旧費
◇林業施設災害復旧費 

《主な事業》
2,700千円
13,584千円
1,500千円
1,230千円
1,114千円
941千円
4,000千円
14,630千円
3,860千円
5,000千円
2,500千円

　特に措置する必要がある経費について、可決しました。
【議案第５０号】　令和4年度豊前市一般会計補正予算（第8号）

◇人事院勧告による増額、異動等による組替え
◇退職手当

22,791千円
31,408千円

　12月定例会では、11月29日と12月14日の予算決算委員会で「令和４年度一般会計補正予算」の審
査を行いました。委員会では、予算の細部にわたり執行部に質問や指摘などを行い、慎重に審査しました。

総務委員会　　　　◎黒江哲文〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・岡本清靖
文教厚生委員会　　◎為藤直美〇梅丸晃・村上勝二・秋成英人・郡司掛八千代・鎌田晃二・尾澤満治
産業建設委員会　　◎秋成英人〇福井昌文・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・郡司掛八千代
予算決算委員会　　◎福井昌文〇村上勝二・為藤直美・内丸伸一・秋成英人・郡司掛八千代
　　　　　　　　　 ・黒江哲文・平田精一・鎌田晃二・岡本清靖
議会運営委員会　　◎岡本清靖〇為藤直美・梅丸晃・村上勝二・黒江哲文・鎌田晃二

常任委員会・議会運営委員会の委員名簿
◎……委員長　○……副委員長
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豊前開発環境エネルギー株式会社調査特別委員会の経過報告

第１６回新型コロナウイルス対策特別委員会の経過報告

　特別委員会は、豊前市が出資している第３セクター「豊前開発環境エネルギー株式会社」役員が有
印文書偽造により逮捕された事件について、会社の事業内容や事件発生の経緯を調査するものです。
　委員会の内容は、以下のとおりです。

　特別委員会は、１０月２５日に開催され、執行部より、感染状況・新型コロナウイルスワクチン接種の
現状・地方創生臨時交付金事業について説明がありました。また委員からもいろいろな意見がありま
した。主なものは以下のとおりです。 

　新たに執行部が入手した決算に関する資料の説明がありましたが、豊前開発環境エネルギー株式会社からの
説明がないため、詳しい内容がわかりませんでした。そのため、次回開催される委員会に同社取締役２名を参
考人招致し、刑事事件４件の経緯、豊前市が要求した覚書変更に応じなかった理由、決算の詳しい内容等の説
明を求めることが、全会一致で決定しました。

第４回（１０月６日開催）

　参考人招致をした役員２名が欠席したため、今後の委員会の進め方について議論を行いました。その結果、
豊前開発環境エネルギー株式会社の事業内容の説明及び関連施設の現地視察を文書で依頼し、日程調整を行
うことを確認しました。

第５回（１０月１７日開催）

　前回の委員会後、豊前開発環境エネルギー株式会社に送付した事業内容の説明及び関連施設の現地視察の
依頼文書に対する回答文書について事務局から説明を行いました。また、執行部より令和２年度決算に関する
資料の提出があり、説明を受けました。

第６回（１１月４日開催）

　委員長である爪丸裕和議員の死去に伴い、本会議で新たな委員として尾澤満治議員が指名され、委員長の互
選が行われました。その結果、尾澤満治議員が委員長に選任されました。

第７回（１２月８日開催）

◎新型コロナワクチン接種率

○新型コロナウイルスに感染したあとの後遺症について、市内の後遺症外来等を把握していれば市報
　に掲載するなどの対策をとってもらいたい。
○ワクチン接種後の重い副反応について、かかりつけ医や病院等が判断して対応すると思うが、症状
　があっても相談しやすい仕組みづくり、救済制度については病院との連携を行い、その活用方法や
　手続きのサポートをお願いする。
○後遺症や副反応について不安を持っている市民へ、しっかりとした説明や情報提供が必要である。

（10月23日現在）

1回目豊前市 2回目 3回目
９７．８５％

９０．６４％

９２．０８％

８０．５３％

７５．０２％

２４．２８％

８４．２１％

９７．３９％

９０．５９％

９１．９０％

８０．０１％

７４．７０％

２３．１９％

８３．８２％

９４．４８％

８８．１０％

８４．５４％

６１．６６％

４３．０３％

０％

７２．４０％

4回目
８４．６７％

７５．７３％

２８．３９％

８．２８％

０％

０％

３８．１９％

オミクロン株
１．５７％

３．６１％

１７．９３％

８．５５％

０．０８％

０％

７．０７％

75歳以上

65～74歳

50～64歳

18～49歳

12～17歳

5～11歳

合　計  



5

「○」 …… 賛成　　　「●」…… 反対
「議長」 … 議長職のため表決に参加しない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

内
丸
　
伸
一

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

爪
丸
　
裕
和

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和4年12月定例会　議案審議結果

原案
可決

原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決

原案
可決
原案
可決

審議
結果

議  案  等  の  名  称

010○○○○○○○○○○

豊前市職員の給与に関する条例の一部改正について

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第８号）

豊前市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

令和４年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第１号）

豊前市職員退職手当支給条例の一部改正について

指定管理者の指定について（豊前市道の駅「豊前おこ
しかけ」）

指定管理者の指定について（林産物処理加工施設及び
林産物展示直売施設）

指定管理者の指定について（畑冷泉館及び冷泉茶屋）

議　案
第48号

010○○○○○○○○○○

令和４年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）

豊前市職員の定年等に関する条例等の一部改正等につ
いて

豊前市職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ
いて

豊前市関係人口交流拠点施設の設置及び管理に関する
条例の制定について

議　案
第49号

010○○○○○○○○○○議　案
第50号

010○○○○○○○○○○議　案
第51号

010○○○○○○○○○議　案
第52号

011○○○

○

○○○○○○○議　案
第53号

011○○○○○○○○○○議　案
第54号

011○○○○○○○○○○○議　案
第55号

011○○○○○○○○○○議　案
第56号

011○○○○○○○○○○議　案
第57号

指定管理者の指定について（求菩提キャンプ場） 011○○○○○○○○○○議　案
第58号

原案
可決
原案
可決
原案
可決

011○

－

－

－

－

－

－

－○○○○○○○○○議　案
第59号

011○ －○○○○○○○○○議　案
第60号

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

欠
席
欠
席
欠
席
欠
席
欠
席

欠
席
欠
席
欠
席
欠
席
欠
席

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

指定管理者の指定について（農林水産物集出荷貯蔵施
設） 011○ －○○○○○○○○○議　案

第61号
議
長

指定管理者の指定について（豊前市獣肉処理加工施
設） 38○ －○○○●○○●●○議　案

第62号
議
長

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第９号） 011－

○

○

○

○

○

○

○

○

原案
可決

令和４年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号） 011－議　案

第64号
議
長

原案
可決

同性婚の法制化に関する議論の促進を求める意見書に
ついて 011－意見書案

第6号
議
長

○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○○○

議　案
第63号

議
長

議案
番号

議長
尾澤　満治

副議長
郡司掛　八千代

議会からのお知らせ
議事運営上

議長・副議長は、原則として一般質問を行いません。
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梅
丸
議
員
　
地
域
が
自
立
し
、

持
続
可
能
な
状
態
に
す
る
た

め
の
財
源
の
１
つ
に
ふ
る
さ

と
納
税
が
あ
り
、寄
附
額
を
増

や
す
体
制
と
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。寄
附
額
を
増

や
す
た
め
に
は
、品
数
を
増
や

す
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、高
額
納
税
者
向
け
の
商
品

や
商
品
券
、体
験
型
の
商
品
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。ま
た
、
こ
の
制
度

に
よ
っ
て
地
域
商
品
の
認
知

度
向
上
や
生
産
意
欲
の
向
上

な
ど
、副
次
的
な
効
果
が
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
効
果

を
ア
イ
デ
ア
商
品
、
６
次
化
商

品
や
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
な

ど
、商
工
支
援
と
し
て
本
市
で

も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
が
如
何
か
。

総
合
政
策
課
長
　
今
後
、寄
附

額
の
増
、
返
礼
品
事
業
者
の
生

産
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
寄
附

者
の
ニ
ー
ズ
、
市
場
の
動
き
を

捉
え
、
さ
ら
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
と
返
礼
品
事
業
者
の
関
係

を
密
に
し
、
情
報
交
換
や
商
品

開
発
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

梅
丸
議
員
　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
や
代
行
事
業
を
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
用
や
豊
前
市

内
の
企
業
ま
た
は
外
郭
団
体

に
運
営
を
任
せ
て
み
て
は
と

考
え
る
が
如
何
か
。

総
合
政
策
課
長
　
将
来
的
に

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
、
熱
意
あ
る
人
材
の
確
保
を

含
め
、
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む

法
人
な
ど
に
引
き
継
ぎ
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
今
年
の
６
月
議

会
の
一
般
質
問
で
提
案
を
し

た
旅
先
納
税
・
地
域
通
貨
に

つ
い
て
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
旅
先
納
税

の
運
営
業
者
と
数
回
オ
ン
ラ
イ

ン
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た

が
、
初
期
投
資
や
固
定
費
、
手

数
料
で
年
間
数
百
万
円
の
費

用
が
必
要
に
な
る
。こ
の
費
用

を
旅
先
納
税
で
回
収
す
る
こ
と

は
、非
常
に
厳
し
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
地
域
通
貨
の
取
り
組
み

も
併
せ
て
、
関
係
課
等
と
協
議

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
豊
前
市
は
寄
附

金
の
使
途
に
８
つ
の
事
業
を

掲
げ
て
い
る
が
、
も
っ
と
事
業

内
容
を
絞
り
込
ん
で
み
て
は

と
考
え
る
が
、如
何
か
。

総
合
政
策
課
長
　
今
後
、市
民

が
市
の
未
来
に
必
要
な
事
業
、

寄
附
者
が
応
援
し
た
い
事
業

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
つ
く
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

の
体
制
・
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
市
長
の
お
考
え
を
。

市
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
ま

だ
ま
だ
可
能
性
が
あ
り
、
豊
前

市
に
と
っ
て
大
き
な
財
政
の
柱

に
な
る
。今
後
、議
会
の
皆
さ
ん

の
知
恵
と
応
援
を
お
願
い
す

る
。

梅
丸
議
員
　
未
来
の
豊
前
市

の
た
め
に
も
、地
域
外
か
ら
お

金
を
増
や
す
手
段
と
し
て
、ふ

る
さ
と
納
税
の
増
収
を
図
り
、

お
金
の
循
環
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
を
お
願
い
す
る
。

【
質
問
項
目
】

（
村
上
勝
二
議
員
）

 

① 

市
長
の
政
治
姿
勢

 

② 

市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

　  

守
る
た
め
に

【
質
問
項
目
】

（
為
藤
直
美
議
員
）

 

① 

市
民
参
画
の
町
づ
く
り
を

 

② 

市
有
地
、老
朽
化
施
設

 
③ 
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

【
質
問
項
目
】

（
梅
丸
晃
議
員
）

循
環
型
社
会
の
構
築
と
し
て

 

① 

ふ
る
さ
と
納
税

 

② 

観
光
振
興
に
よ
る

　  

域
内
経
済
循
環

 

③ 

国
産
リ
ン
生
産
に
よ
る

　  

資
源
の
循
環

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の

や
り
取
り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実

際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、

「
で
す
・
ま
す
調
」で
は
な
く
、

「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統
一
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務

課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
閲
覧
く

だ
さ
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

『
無
会
派
』の一般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

梅丸　晃

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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為
藤
議
員
　
学
校
再
編
計
画

に
伴
い
、大
き
く
変
わ
る
将
来

像
、豊
前
市
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
見
え
る
化
、持
続
可
能
を
か

け
た
計
画
づ
く
り
が
、わ
が
町

に
勢
い
を
つ
け
、活
性
化
に
繋

が
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、人
口
減
少
、少
子
化
の

根
源
と
な
る
若
者
世
代
の
環

境
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。第
６
次
豊
前
市
総
合

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、広
く

市
民
の
意
見
を
募
集
し
て
い

る
が
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

総
合
政
策
課
長
　
豊
前
市
で

は
、平
成
22
年
に
実
施
要
網
を

定
め
、担
当
課
で
実
施
し
て
い

る
。昨
年
は
豊
前
市
手
話
言
語

条
例
案
、本
年
に
第
６
次
豊
前

市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

案
に
つ
い
て
、実
施
し
た
。い
ず

れ
も
意
見
の
提
出
は
な
か
っ

た
。ま
た
、過
去
に
意
見
の
提

出
が
あ
っ
た
事
例
と
し
て
、第

和
元
年
度
46
件
、令
和
２
年
度

43
件
、令
和
３
年
度
50
件
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

為
藤
議
員
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
や
メ
ー
ル
、目
安
箱
以
外

に
意
見
や
要
望
を
伝
え
る
方

法
は
あ
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
　
市
民
の
声

を
聴
く
機
会
と
し
て
、市
政
懇

談
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
問

い
合
わ
せ
等
が
あ
る
。

為
藤
議
員
　
目
安
箱
の
内
容

や
対
応
に
つ
い
て
、伺
い
た
い
。

総
務
課
長
　
意
見
の
対
応
に
つ

い
て
は
市
長
及
び
所
属
長
が
一

つ
一つ
目
を
通
し
、差
出
人
に
回

答
を
し
て
い
る
。ま
た
、内
容
に

つ
い
て
は
、施
策
、事
業
、職
員

の
対
応
、市
道
、公
共
施
設
、苦

情
、要
望
等
、様
々
で
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
地
域
と
の
連
携

が
必
要
と
さ
れ
る
な
か
で
、特

に
若
者
の
意
見
に
も
耳
を
傾

け
て
頂
き
た
い
。

村
上
議
員
　
９
月
議
会
で
は
、

日
本
共
産
党
京
築
議
員
団
が
、

日
本
国
憲
法
と
相
容
れ
な
い

安
部
元
首
相
を
礼
賛
す
る
国

葬
に
反
対
し
、弔
意
の
強
制
を

行
わ
な
い
よ
う
に
と
の
申
し

入
れ
に
つ
い
て
見
解
を
伺
っ

た
。市
長
は
、豊
前
市
と
し
て

市
長
と
し
て
ど
う
振
舞
う
の

か
、政
府
か
ら
情
報
が
来
た
と

き
に
内
容
を
見
て
決
定
し
た

い
と
答
弁
し
た
。９
月
28
日
付

の
新
聞
に
、北
九
州
・
京
築
の

13
市
町
の
う
ち
６
市
町
が
国

葬
に
あ
わ
せ
て
、庁
舎
な
ど
で

半
旗
を
掲
げ
弔
意
を
示
し
た

と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。国
葬

に
同
調
す
る
よ
う
な
行
為
は

し
な
い
よ
う
に
と
の
申
し
入

れ
に
反
し
て
、京
築
地
区
で
唯

一
、半
旗
を
掲
揚
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、そ
の
決
定
や
経
緯
を

お
聞
き
し
た
い
。

市
長
　
総
理
大
臣
を
長
く
務

め
非
難
を
受
け
な
が
ら
、偉
大

な
功
績
を
残
さ
れ
た
一
人
の
大

き
な
政
治
家
の
死
が
閣
議
決

定
さ
れ
国
葬
と
な
っ
た
と
判
断

し
て
い
る
。国
の
た
め
に
殉
死

さ
れ
た
と
私
は
思
う
。そ
の
生

き
様
を
見
て
敬
意
を
表
し
て

感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
、

半
旗
を
掲
揚
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

村
上
議
員
　
安
部
元
首
相
へ

の
評
価
と
い
う
こ
と
で
市
長

自
身
の
判
断
だ
と
受
け
止
め

た
が
、国
論
は
二
分
し
、国
民

の
８
割
が
国
葬
に
反
対
し
た

こ
と
を
考
慮
し
た
の
か
。県
の

指
導
も
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

こ
の
判
断
は
い
か
が
な
も
の

か
。国
は
す
で
に
強
行
さ
れ
た

国
葬
を
め
ぐ
り
、有
識
者
か
ら

意
見
聴
取
す
る
考
え
を
明
ら

か
に
し
た
。ま
さ
に
こ
れ
は
歴

史
的
な
検
証
が
必
要
だ
と
い

う
認
識
で
、国
葬
強
行
の
問
題

は
終
わ
っ
て
い
な
い
。さ
ら
に
、

統
一
協
会
と
の
関
係
が
報
道

さ
れ
、自
民
党
と
の
癒
着
が
あ

か
ら
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
。こ

の
組
織
は
正
体
を
隠
し
て
接

触
し
取
り
入
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、ど
ん
な
方
法
で
接
し
て

来
た
と
し
て
も
、今
後
、統
一

協
会
と
い
う
組
織
に
対
し
て
、

自
ら
は
一
切
関
係
を
持
た
な

い
と
宣
言
で
き
る
の
か
お
聞

き
し
た
い
。

市
長
　
私
は
、旧
統
一
教
会
の

方
と
し
て
接
し
た
こ
と
は
な

い
。相
手
が
名
乗
ら
な
い
で
挨

拶
や
名
刺
交
換
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
し
、相
手
が
確
認
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、宣

言
す
る
か
し
な
い
は
言
え
な

い
。旧
統
一
教
会
の
方
と
は
っ
き

り
分
か
れ
ば
、私
は
距
離
を
置

く
。

村
上
議
員
　
統
一
協
会
に
よ

る
多
額
の
献
金
被
害
の
救
済

法
案
も
可
決
す
る
よ
う
で
、市

は
被
害
者
救
済
の
相
談
窓
口

を
設
け
る
の
か
お
伺
い
す
る
。

総
務
部
長
　
国
も
論
議
し
て

い
る
が
、市
民
の
方
に
被
害
が

あ
れ
ば
法
律
相
談
や
消
費
者

相
談
な
ど
へ
引
き
継
ぎ
、何
ら

か
の
救
済
が
で
き
な
い
か
、ま

た
相
談
に
乗
れ
な
い
か
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

村
上
議
員
　
信
教
の
自
由
を

理
由
に
、多
額
の
献
金
や
マ
イ

ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

す
る
組
織
は
、解
散
命
令
を
し

て
も
当
然
で
宗
教
団
体
と
は

言
え
な
い
。そ
の
中
で
、市
長

の
考
え
は
大
体
理
解
で
き
た
。

２
期
豊
前
市
生
涯
学
習
推
進

基
本
計
画
案
が
あ
る
。

為
藤
議
員
　
意
見
が
あ
っ
た

計
画
案
に
つ
い
て
、募
集
の
仕

方
、期
間
、対
象
者
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
募
集
方
法

は
、市
報
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、地
元
情
報
誌
に
掲
載
し
、

各
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
ス

ポ
ー
ツ
協
会
、老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、社
会
福
祉
協
議
会
等
、

社
会
教
育
関
係
団
体
に
は
直

接
文
書
で
依
頼
、実
施
期
間
32

日
間
で
、対
象
者
は
市
内
住
居

及
び
市
内
通
勤
、在
学
し
て
い

る
方
、市
内
事
業
者
及
び
教
育

関
係
団
体
で
あ
る
。

為
藤
議
員
　
ど
ん
な
意
見
が

何
件
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
結
果
は
、37

件
で
、う
ち
６
件
を
反
映
し

た
。文
字
の
大
き
さ
の
変
換
や

文
言
の
言
い
回
し
、語
句
の
修

正
、文
章
や
図
解
に
よ
る
説
明

が
明
確
に
な
る
よ
う
に
改
善
を

行
っ
た
。

為
藤
議
員
　
目
安
箱
の
集
約

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
課
長
　
市
役
所
、各
公
民

館
と
市
内
16
箇
所
に
設
置
し
、

毎
月
末
に
回
収
し
て
い
る
。令

為藤　直美

市
民
参
画
の
町
づ
く
り
を

村上　勝二

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
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【
質
問
項
目
】

（
秋
成
英
人
議
員
） 
 

① 

英
語
教
育

 

② 

定
住
促
進

 

③ 

こ
ど
も
基
本
法

 

④ 

男
性
用
ト
イ
レ（
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
）

（
福
井
昌
文
議
員
）

 

⑤ 

行
政
経
営

（
内
丸
伸
一
議
員
）

 

⑥ 

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
市
の
取
り
組
み

（
平
田
精
一
議
員
）

 

⑦ 

人
口
減
少
に
伴
う
諸
問
題

（
鎌
田
晃
二
議
員
）

 

⑧ 

学
校
教
育
に
お
け
る
子
ど
も
の

　

  

心
の
サ
ポ
ー
ト

 

⑨ 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
の
対
応

 

⑩ 

ゴ
ミ
問
題

※

　
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の
や
り
取
り
は
、
ご
く
一
部
で
す
。

※

　
文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、「
で
す
・
ま
す
調
」
で

は
な
く
、「
だ
・
で
あ
る
調
」
に
統
一
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
事
務
局
及
び
総
務
課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

閲
覧
く
だ
さ
い
。

『
平
成
会
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い・
な
ん
と
か
し
た
い

福井　昌文鎌田　晃二

平田　精一 黒江　哲文

秋成　英人内丸　伸一

市議会会議録はこちらから

豊前市議会
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英
語
教
育
に
つ
い
て

秋
成
議
員
　
福
岡
県
は
昨
年

度
か
ら
、高
校
生
向
け
に
米
国

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
開

発・運
営
す
る
英
語
に
よ
る
異

文
化
理
解
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
大
学
ス
タ
ッ
フ

や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心

と
し
た
英
語
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
講
義
で
、無
料
で
世
界
レ

ベ
ル
の
教
育
が
受
け
ら
れ
る
。

世
界
か
ら
選
ば
れ
る
福
岡
県

を
実
現
す
る
た
め
に
、異
文
化

を
理
解
し
多
様
な
人
々
と
通

じ
合
い
、福
岡
県
の
未
来
を
担

う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成

を
目
標
と
し
て
い
る
。受
講
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、書
類
選
考

で
30
名
を
選
定
、英
検
２
級
以

上
が
条
件
の
た
め
素
晴
ら
し

い
世
界
的
な
教
育
に
触
れ
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
て
も
、エ
ン

ト
リ
ー
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

高
校
で
英
検
２
級
を
取
得
す

る
に
は
、小
中
学
校
で
の
基
礎

を
き
ち
ん
と
習
得
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
が
、例
え
ば
英
検

３
級
合
格
率
何
％
と
い
っ
た

目
標
を
定
め
て
い
る
の
か
、豊

前
市
で
の
英
語
教
育
に
つ
い

て
、お
聞
き
す
る
。

教
育
長
　
こ
れ
か
ら
育
つ
子
ど

も
た
ち
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る

ス
キ
ル
と
議
員
ご
指
摘
の
英
語

力
が
必
須
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
る
。こ
れ
ま
で
国
・
県
も
中
学

校
卒
業
時
に
英
検
何
％
と
目

標
を
示
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

50
％
ぐ
ら
い
の
漠
然
と
し
た
目

標
値
は
存
在
し
て
い
た
よ
う

で
、市
も
こ
れ
を
目
指
し
て
指

導
に
取
り
組
む
考
え
方
は
大

事
で
あ
る
と
思
う
。市
は
、Ａ

Ｌ
Ｔ
や
日
本
人
英
語
講
師
、ま

た
小
学
校
の
英
語
専
科
を
１

名
配
置
し
て
お
り
、こ
の
体
制

を
生
か
し
て
小
学
校
の
段
階
か

ら
英
語
活
動
等
の
支
援
を
し

て
い
る
。今
後
、学
校
再
編
を

進
め
る
中
で
、外
国
人
の
方
と

中
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直
接

会
話
で
き
る
よ
う
な
授
業
を

導
入
で
き
な
い
か
考
え
て
い

る
。情
報
収
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

秋
成
議
員
　
今
後
、ま
す
ま
す

英
語
の
必
要
性
が
高
ま
る
時

代
に
な
る
た
め
、中
学
校
卒
業

ま
で
に
３
級
合
格
と
い
っ
た
具

体
的
な
努
力
目
標
が
あ
る
ほ

う
が
、全
国
的
な
英
語
教
育
の

底
上
げ
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
て
る
よ
う
、チ
ャ
ン

ス
が
き
た
ら
す
ぐ
挑
戦
で
き

る
よ
う
に
機
会
を
作
っ
て
あ

げ
る
の
も
大
人
の
役
割
だ
と

考
え
る
。市
長
の
考
え
を
、お

聞
き
す
る
。

市
長
　
日
本
を
飛
び
出
し
て
、

世
界
を
相
手
に
頑
張
る
若
い

方
の
武
器
と
し
て
英
語
力
を
つ

け
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
大
き

な
責
任
で
あ
る
。語
学
は
若
い

う
ち
に
耳
を
鍛
え
、小
中
学
校

で
い
ろ
ん
な
情
報
を
入
れ
る
こ

と
で
一
番
効
果
が
あ
る
。議
員

の
考
え
を
受
け
、積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

秋
成
議
員
　
急
速
に
発
展
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
都
会
と
変
わ

ら
な
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
時
代
に
突
入
し
た
。豊
前
市

と
し
て
も
、子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
伸
ば

し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て

も
ら
い
た
い
。

行
政
経
営
に
つ
い
て

福
井
議
員
　
行
政
は
、市
民
目

線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
、市
民
の
満
足
度

が
向
上
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。そ
の

方
策
と
し
て
豊
前
市
総
合
計

画
が
あ
り
、第
５
次
後
期
基
本

計
画
に
、地
域
生
活
の
支
援
の

充
実
、障
が
い
者
・
障
が
い
児

の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、在
宅
介
護
や
短
期
入
所
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、訪

問
の
入
浴
、補
装
具
、日
常
生

活
用
具
給
付
等
の
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
と
あ
る
。そ
こ

で
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
課
長
　
居
宅
介
護
、短
期

入
所
、訪
問
入
浴
、日
常
生
活

用
具
の
給
付
等
を
行
っ
て
い

る
。

福
井
議
員
　
今
年
９
月
の
台

風
14
号
で
は
、豊
前
市
内
に
お

い
て
停
電
が
発
生
し
、丸
１
日

停
電
が
続
い
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。市
民
の
生
活
に
と
っ

て
丸
１
日
停
電
が
続
け
ば
非

常
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。

ま
た
、電
源
が
必
要
な
医
療
機

器
を
常
に
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
に
と
っ
て
は
、命

に
か
か
わ
る
問
題
と
な
る
。今

回
の
よ
う
な
停
電
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
今
回
の
停
電
で

は
、人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
し

て
い
る
家
庭
か
ら
相
談
が
あ

り
、市
で
保
有
を
し
て
い
る
蓄

電
池
や
発
電
機
の
貸
し
出
し

を
行
っ
た
。

福
井
議
員
　
市
が
貸
し
出
し

た
携
帯
充
電
器
は
数
時
間
し

か
持
た
な
か
っ
た
が
、職
員
が

交
換
等
で
速
や
か
に
対
応
し

て
く
れ
本
当
に
助
か
っ
た
と

の
話
を
聞
い
て
い
る
。蓄
電
池

や
発
電
機
を
用
意
で
き
な
い

家
庭
で
は
、停
電
の
不
安
を
抱

え
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
送

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
こ

で
提
案
だ
が
、電
源
を
必
要
と

す
る
医
療
機
器
を
常
に
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
に

対
し
、発
電
機
の
貸
し
出
し
や

補
助
を
し
て
は
い
か
が
か
。基

本
計
画
に
も
支
援
の
充
実
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。住
民
の
生

命
を
守
る
の
は
行
政
の
責
務

で
あ
り
、大
変
重
要
な
取
り
組

み
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、執

行
部
の
考
え
方
を
。

福
祉
課
長
　
発
電
機
等
は
国

の
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

が
、県
内
で
も
複
数
の
自
治
体

が
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
の
対
象
と
し
て
独
自
の
補
助

制
度
を
設
け
て
お
り
、市
と
し

て
も
先
行
事
例
を
参
考
に
制

度
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。

福
井
議
員
　
県
内
で
も
独
自

に
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、先
ほ
ど
も
言
っ
た
が

住
民
の
生
命
を
守
る
の
は
行

政
の
責
務
で
あ
る
の
で
、ぜ
ひ

前
向
き
な
検
討
を
お
願
い
し

た
い
と
思
う
が
、市
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

市
長
　
安
心
し
て
過
ご
せ
る

豊
前
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
、力
を
合
わ
せ
て
私
た

ち
も
安
心
体
制
を
築
い
て
い

き
、困
っ
た
人
た
ち
が
頼
れ
る

市
役
所
に
な
り
た
い
と
頑
張
っ

て
い
く
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
す
る
。

福
井
議
員
　
災
害
時
に
は
、

我
々
も
そ
う
で
あ
る
が
誰
も

が
不
安
に
な
る
。持
病
を
持
つ

方
、ま
た
医
療
機
器
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、な
お

さ
ら
な
こ
と
だ
と
思
う
。細
や

か
な
優
し
さ
が
行
政
経
営
の

原
点
に
つ
な
が
る
と
私
は
考

え
る
の
で
、ぜ
ひ
手
厚
い
手
当

を
お
願
い
す
る
。
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内
丸
議
員
　
市
民
の
生
命
を

守
る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
、

お
聞
き
す
る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、こ

と
し
９
月
18
日
の
台
風
14
号

に
よ
る
停
電
に
よ
り
人
工
呼

吸
器
を
使
っ
て
い
る
お
子
さ

ん
の
命
の
危
険
が
出
て
き
た

た
め
、市
に
対
し
て
発
電
機
の

購
入
も
し
く
は
助
成
を
要
望

す
る
署
名
活
動
を
知
っ
た
。医

療
器
具
に
は
、予
備
電
池
が
な

い
も
の
も
あ
り
、そ
の
方
は
市

の
職
員
の
方
に
夜
通
し
蓄
電

池
を
運
ん
で
も
ら
い
、難
を
逃

れ
た
。台
風
に
よ
る
停
電
に
際

し
、市
民
の
命
を
守
る
た
め
に

奔
走
し
た
市
の
職
員
の
方
々

に
敬
意
を
表
し
た
い
。医
療
器

具
が
必
要
な
方
に
と
っ
て
、器

具
を
動
か
す
電
力
は
生
命
線

で
あ
り
、必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
。台
風
な
ど
の
災
害
で

停
電
し
、器
具
が
動
か
な
く
な

り
、命
に
危
険
が
迫
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
事
態
に
対
し
、市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
べ
き

市
役
所
と
し
て
、何
ら
か
の
対

応
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。停
電
な
ど
で
命
を
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
方
々
に
、市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
現
在
、補
助
制
度

等
を
整
備
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。

内
丸
議
員
　
医
療
用
の
精
密

機
器
に
対
応
し
た
発
電
機
で

な
い
と
使
用
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、使

用
機
器
に
対
応
し
た
発
電
機

の
購
入
補
助
、も
し
く
は
貸
与

な
ど
を
検
討
い
た
だ
き
た
い

が
、い
か
が
か
。

福
祉
課
長
　
精
密
機
械
な
の

で
、当
然
機
器
の
適
用
と
か
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。購
入
時

に
そ
う
い
っ
た
基
準
等
を
設
け

ら
れ
る
か
、あ
る
い
は
購
入
時

の
指
示
事
項
と
い
う
こ
と
で
、

医
療
器
具
の
メ
ー
カ
ー
と
も
相

談
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、基

準
等
も
考
え
た
い
。

内
丸
議
員
　
ぜ
ひ
二
度
手
間

に
な
ら
な
い
よ
う
、し
っ
か
り

と
相
談
し
な
が
ら
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　　
　
　
　

　

難
病
の
患
者
を
診
察
す
る

医
療
施
設
は
、豊
前
市
に
は
な

く
、遠
距
離
通
院
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。難
病
患
者
交

通
費
助
成
制
度
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
、豊
前
市

が
ま
だ
そ
の
制
度
を
実
施
し

て
い
な
い
の
な
ら
、導
入
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、い

か
が
か
。

福
祉
課
長
　
医
療
費
等
の
関

係
、難
病
の
補
助
制
度
等
の
関

係
も
あ
る
か
と
思
う
が
、十
分

精
査
し
た
う
え
で
、上
司
等
と

も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

内
丸
議
員
　
子
ど
も
の
こ
と

を
思
う
親
の
気
持
ち
、親
、兄

弟
の
命
を
思
う
家
族
の
気
持

を
考
え
、寄
り
添
う
こ
と
は
必

要
な
こ
と
だ
と
思
う
。ぜ
ひ
豊

前
市
も
実
施
し
て
い
る
自
治

体
や
中
津
市
の
実
施
内
容
を

参
考
に
し
、よ
り
良
い
条
件
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

が
、い
か
が
か
。

市
長
　
よ
く
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

内
丸
議
員
　
ぜ
ひ
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、お

願
い
し
た
い
。

平
田
議
員
　
人
口
減
少
に
伴

い
、増
え
続
け
る
空
き
家
に
つ

い
て
伺
う
。豊
前
市
は
、空
き

家
対
策
と
し
て
早
く
か
ら
空

き
家
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
、全

国
的
に
見
て
も
先
駆
者
で
あ

る
が
、１
年
間
で
何
件
く
ら
い

空
き
家
が
発
生
し
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長
　
毎
年
調
査

は
し
て
い
な
い
が
、平
成
21
年

よ
り
２
年
か
け
て
調
査
を
し
た

結
果
は
、７
６
０
件
で
あ
る
。

平
田
議
員
　
空
き
家
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
利
用
し
て
い
く

か
、専
門
業
者
と
連
携
し
て
対

策
を
し
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。

空
き
家
を
利
用
す
る
た
め
に

一
緒
に
知
恵
を
出
し
て
く
れ

る
組
織
も
あ
る
。そ
の
中
で
関

心
が
あ
っ
た
の
が
、ゼ
ロ
円
物

件
マ
ッ
チ
ン
グ
、リ
フ
ォ
ー
ム

の
練
習
や
親
族
の
別
荘
と
し

て
の
活
用
な
ど
で
あ
る
。空
き

家
が
、こ
れ
だ
け
の
ス
ピ
ー
ド

で
増
え
て
お
り
、生
活
環
境
課

だ
け
で
な
く
、全
課
を
挙
げ
て

対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
公
の
も
の
な
ら
我
々
の

判
断
で
で
き
る
が
、民
間
の
財

産
で
あ
り
、こ
こ
の
理
解
が
第
一

で
あ
る
。や
る
気
の
あ
る
方
々

を
民
間
の
力
と
い
う
か
た
ち
で

ど
う
呼
び
込
む
か
、大
き
な
課

題
だ
が
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

平
田
議
員
　
民
間
か
ら
い
ろ

ん
な
知
恵
が
出
て
く
る
と
思

う
の
で
、ぜ
ひ
一
緒
に
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

次
に
人
口
減
少
で
影
響
を

受
け
る
１
次
産
業
問
題
に
つ

い
て
伺
う
。兼
業
農
家
が
耕
作

し
て
い
る
中
山
間
地
域
に
お

い
て
は
、人
口
減
少
、特
に
高

齢
化
の
た
め
、耕
作
者
が
減
少

し
、耕
作
者
の
い
な
い
農
地
が

荒
廃
し
て
い
る
が
、ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
令
和
４
年

５
月
に
農
地
経
営
基
盤
強
化

法
等
が
改
正
さ
れ
、令
和
５
年

か
ら
地
域
計
画
の
策
定
へ
と
移

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。こ

の
地
域
計
画
で
は
、従
来
の
人
・

農
地
プ
ラ
ン
で
あ
る
地
域
農
業

の
将
来
の
在
り
方
に
加
え
、目

標
地
図
の
素
案
を
作
成
し
、地

域
と
話
し
合
い
、随
時
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
計
画
を
作
成

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

豊
前
市
に
お
い
て
も
、既
に
人
・

農
地
プ
ラ
ン
等
の
作
成
は
行
っ

て
お
り
、今
後
、国
の
方
針
に

沿
っ
て
地
域
計
画
の
作
成
を
進

め
て
い
き
、農
地
の
有
効
な
活

用
を
図
る
と
と
も
に
荒
廃
農
地

の
発
生
防
止
等
に
努
め
た
い
。

平
田
議
員
　
全
国
的
に
見
て

も
有
害
鳥
獣
の
被
害
が
多
く

見
ら
れ
る
と
思
う
が
、そ
の
対

策
は
。

農
林
水
産
課
長
　
狩
猟
期
以

外
の
鹿
・
猪
等
の
捕
獲
事
業
、

地
域
の
要
望
を
受
け
て
農
地
の

周
囲
に
侵
入
防
止
の
防
護
柵

を
張
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

平
田
議
員
　
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ

ー
の
運
営
は
、順
調
か
。

農
林
水
産
課
長
　
運
営
の
ほ

う
は
、な
か
な
か
利
益
が
出
る

の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、な
ん
と
か
運
営
を
続
け
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

平
田
議
員
　
相
手
が
動
物
な

の
で
、自
由
に
い
か
な
い
と
思

う
が
、し
っ
か
り
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

人
口
減
少
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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　豊前市議会では、市の事例を紹介し、それぞれの自治体で活かしてもらえばと思い、できる限り視察
研修の受入れを行っております。令和４年の受入れ状況は、以下のとおりです。

　令和4年11月15日に合岩中学校2年生の岡村大輝さん
が、農業委員会の仕事を体験するため、議長室を訪れまし
た。尾澤議長より将来の目標について尋ねられたところ、
岡村さんからは「この豊前市役所で働くことを強く希望し
ている。」との返答がありました。将来がとても楽しみです。

他議会からの視察受入れ報告

職場体験で議長訪問

令和4年10月25日

令和4年10月26日
令和4年11月 8日

山形県尾花沢市

三重県四日市市
山梨県富士吉田市

移住定住の取り組み
空き家バンク・山内のいえ(お試し居住)
老朽危険家屋等除却促進事業
老朽危険家屋等除却促進事業

9人

1人
4人

総務文教常任委員会

政友クラブ
市民ファースト

令和4年11月 9日
令和4年11月10日

東京都台東区
香川県善通寺市

在宅口腔ケア事業
市バス

11人
7人

保健福祉委員会
総務常任委員会

鎌
田
議
員
　
子
宮
頸
が
ん
は
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
へ
の
感
染
を
原
因
と

す
る
が
ん
で
あ
る
。性
的
接
触

に
よ
っ
て
発
が
ん
に
関
わ
る
種

類
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

場
合
、そ
の
一
部
が
子
宮
頸
が

ん
に
進
行
す
る
。日
本
で
は
、

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
ま
で
の
女
子
が
定
期
接
種

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、無
料

で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。し
か
し
、接
種
後
の
体

調
不
良
に
関
す
る
報
道
に
よ

り
、厚
生
労
働
省
が
積
極
的
な

接
種
勧
奨
を
中
止
し
た
た
め
、

８
割
近
く
だ
っ
た
接
種
率
も

１
％
を
切
る
水
準
ま
で
低
下

を
し
て
い
る
。日
本
で
は
、年

間
約
１
万
人
の
女
性
が
罹
患

し
、約
２
９
０
０
人
が
死
亡
し

て
お
り
、罹
患
者
の
若
年
化
も

進
ん
で
い
る
。そ
こ
で
こ
の
定

期
接
種
の
対
応
に
つ
い
て
、定

期
接
種
対
象
者
等
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、接
種
率
の
現
状
も
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
国
よ

り
令
和
４
年
４
月
以
降
、子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
勧
奨

再
開
の
通
知
が
あ
り
、定
期
接

種
対
象
者
等
に
対
し
て
お
知

ら
せ
等
を
発
送
し
、接
種
勧
奨

を
進
め
た
。ま
た
、今
年
度
の

接
種
率
は
全
体
で
６
．８
％
と

な
っ
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
接
種
勧
奨
が
中

止
さ
れ
て
い
た
８
年
間
の
間

に
、自
費
で
接
種
を
受
け
た
方

は
申
請
す
れ
ば
払
い
戻
し
が

で
き
る
が
、こ
う
い
っ
た
ケ
ー

ス
は
あ
っ
た
の
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
問
合

せ
等
は
な
い
が
、現
在
、還
付
に

必
要
な
要
綱
を
作
成
し
て
お

り
、今
後
予
算
化
し
た
い
。

鎌
田
議
員
　
払
い
戻
し
に
つ

い
て
、し
っ
か
り
周
知
し
て
も

ら
い
た
い
。ま
た
、厚
生
労
働

省
が
新
た
に
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
を
来
年
の
４
月
以
降
、

早
い
時
期
か
ら
定
期
接
種
す

る
と
方
針
を
決
め
た
。こ
の
ワ

ク
チ
ン
は
、９
種
類
の
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、子
宮
頸
が
ん
に
か
か
る
割

合
を
減
ら
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、世
界
的
に

も
認
め
ら
れ
て
お
り
、80
カ
国

以
上
で
承
認
を
受
け
、35
カ
国

以
上
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。前

の
ワ
ク
チ
ン
と
比
べ
90
％
近

く
が
予
防
で
き
、他
の
が
ん
や

性
感
染
症
等
へ
の
予
防
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う

す
ご
い
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
が
、接
種
に
は
高
額
な
費

用
が
か
か
る
。費
用
を
助
成
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、こ

の
９
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
周
知
を

考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
国
か

ら
通
知
が
あ
れ
ば
、市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
た
い
。

鎌
田
議
員
　
現
在
の
接
種
率

が
ま
だ
低
い
こ
と
を
勘
案
す

る
と
、こ
の
９
価
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。そ

う
し
た
方
々
に
と
っ
て
、こ
の

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
で
使

用
可
能
と
な
る
こ
と
、そ
の
有

効
性
や
安
全
性
な
ど
の
情
報

は
、接
種
を
検
討
・
判
断
す
る

う
え
で
重
要
に
な
る
。来
年
か

ら
始
ま
る
９
価
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て
、事
前
に
情
報

を
整
理
し
た
う
え
で
、郵
送
に

よ
る
迅
速
か
つ
確
実
な
周
知

を
要
望
す
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
の
対
応
に
つ
い
て



●編集　編集委員会
　　　　委員長：梅丸晃
　　　　副委員長：為藤直美
　　　　委員：村上勝二　 郡司掛八千代
　　　　　　　秋成英人
●印刷　築上印刷有限会社

　2023年は「癸（みずのと）卯（う）」の年です。兎には跳ねる特徴があるため、景気が
上向きに跳ねる、回復すると言われており、株式市場にとっては縁起の良い年として
知られ、また、その跳躍する姿から「飛躍」、「向上」を象徴するものとして親しまれてき
ました。
　「卯」はもともと「茂」という字が由来といわれ「春の訪れを感じる」という意味、また、
「卯」という字の形が「門が開いている様子」を連想させることから「冬の門が開き、飛
び出る」という意味があると言われています。2023年の卯年は、今までの数年間から
大きく「飛躍」し、私たちの生活が大きく「向上」する年になって欲しいものです。
　そして２月４日は「立春」です。「立春」は元々、一年の始まりであり、おめでたい日で
す。まだまだ寒い時期ではありますが、「立春」を越えれば春はもうすぐそこまで。
2023年は、行事に参加したり、縁起の良い食べ物を食べたりして、楽しく「立春」を
迎えませんか？

梅丸　晃

3月です
次回の定例市議会は

編集後記

新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡
大防止のため、傍聴については、状況によりご
遠慮いただく場合がありますので、詳しくは議
会事務局へお問合せください。
本会議については、インターネット中継をして
おります。

　文教厚生委員会は、令和4年10月19日～20
日の日程で視察研修を行いました。
岡山市役所では、「在宅介護」に焦点をあてた総
合特区「AAAシティおかやま」について事業内容
や成果等の説明を受け、意見交換を行いました。
　また、姫路市役所では、小中一貫校・義務教育
学校について導入した経緯や現場の状況等の説
明を受けました。現在、豊前市も学校再編計画が
進められており、先行自治体の状況を知ることが
でき、有意義な研修となりました。

　去る１２月１日、爪丸裕和議員がご逝去されました。爪丸議員は、平
成１２年４月から６期２２年余にわたり市議会議員として活躍されまし
た。この間、第２９代市議会議長をはじめ産業建設委員会委員長、予算
決算委員会委員長などの要職を務め、円滑な議会運営を図ってこられ
ました。さらに、一部事務組合では、豊前市外二町清掃施設組合議長や
京築広域市町村圏事務組合などの議会議員を務められ、京築や豊前築
上の広域行政に対しても真摯に取り組み、市政発展に尽力されました。
　謹んで、ご冥福をお祈りいたします。

文教厚生委員会の視察研修

訃　報

姫路市役所の研修の様子

12●この広報誌は資源保護のため再生紙を使用しています。豊前市議会　豊前市大字吉木955 TEL82-8137（直通）

豊前市議会


